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絃設 の社一会イヒに関 す る研・究』

一養護施設を中心として（その皿）一

　　　　研究第9部　吉沢 英子r・滝口 桂子

　　　　　　　　　　川西 麟．、

　　　　殖聯者岬節子1（師瞳麟木学細．「
　　　　　　　　　　高橋 利r建球学犀畢）．

　　　　　　　　　　内藤美登里（東京ポランテイアセンター専門員）

互　序にかえて

　施設の社会化韓》一 コ、ミュニティデケア，ノ．“ヤラィゼ

ー辮ソ・確御軒ビ紘る脚の纐とrともに・
そのあり方，つまり処遇展開過程上の諸謀題との関連で

問われるようにならてきた。換言すれば施設の機能の変

革が求められているめであるo

　脱輝謙名とヤわれ，1同時に獅し～・施誰のあり方・ そし

てその実現方法という如く，困難な現状をふまえ，いか

に克服していくのか，その具体的方法展開の必要性に迫

られてきている。加えて，真の意味で社会化を推進して

い‘場合は・現状1で曝ξうしても職貞の労働強隼が問題

に寄卸てぎている。一輝設の社会化については，施罐の開

放ll問題の社会化1渾営の社会化等々云われてぎ｛》る

が，1何といっでも施設生活者の処遇の向上，それと並行

して摯域福祉の推進の拠点として璽機能を果すことが・

その基本とされていなけれぱならない。 そめためには，

職員の機能のし方・率直にいえ嫌質が聞題と』されるので

あ為。

い福祉の牡会化の必要が云桑されてから， 既に数年を輝

た今日，随所Q施毅で，その試券ヵ㍉地味になされてい

る6養護施設を中心とする養育家庭の開掛と委託，ファ

ミリー 。グルrプ・・ホ｝ムの実践シ予防的な地域へのア

プ F一チとしてのファミリー』・ ケ沖ス1‘ワ戸ク∫ シ諏一
＝ト ・スティ，．デ イ・．ゲアな ど多彩にわたづ ているじ しか

しその活動評価については何らなされていないとい』って

、も過言ではなふろう。いわば5対地域社会と．い、う点では

対応の焦点化した住民からの評価は当然プラスとなって

あらわれるが，・ それが同時に施設生活者のプラスにはな

らず，』ヤ．イナ．スの上に成立ってbたり してはいないであ

ろうか。きめ細かな，地域社会住民と施設生活者め両者

にわたる評価と，箭述した施設の機能と地域福祉へうな

が6ていく活動アプローチであったか否かを見極めてい

く必要がある。

　図1に示すように，福祉施設職員1』人当りの入所者数

は減少している・すなわち，対人関係過程を軸とした処

遇は，よサきめ細かになってきたとも受けとめられる

が，一面，処遇の内容が，多様化，二複雑化してきている

ことを示しズ炉るのかもしれない。一概には断言するこ

とはできないがデ減少していることは，・芳ば：しい1とみて

よかろ．う。1幾度も去うことになるが1 これ砥職員の質の

問題と関連する。 施設の社会化を推進するたあの労働強

化論からすれば，徐々に，よ’り可能な方向レつまり日常

処遇に加えて』』より出ネルギーを，対地域へむけられる

のでばないかと．も考えられるoこれは，・処遇職員の専門

性とも関連1し』今後の課題の一っである。
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　　　　　　厚生省統計惚報部r社会掴祉施設翻蜘1、

　研究第9部では，施設の社会化について』饒に本紀要

で，昭和52年以来報告をしてきた。 今回は，4ケ年め 蓑

とめの年と・して，研究活動 （S施設のイソデシジ才プな

実践活動をふまえて）とr養護施設に爵ける社会化を考

えるポイジトハヒよる調査結果を中心にしての報告惑あ

るo　　　　　　ず「

　本年度は，研究協力者至誠学園畏高橋利一氏1とrと・もに
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施設職員の方々の参加を得て，学園に研究協議の場をも

つこともしばしばであった。第9部研究員（吉沢，滝

口，川西）及び研究協力者（高橋，内田， 内藤）との研

究協議，調査実施結果をもとに，滝口桂子がそのまとめ

をした。

　なお，これらの研究は，経年的に児童処遇の効果測定

と，地域社会カルテ（項目検討） の作成にヌ づて，相互

関連性をもったチェック・ポイソトを編み出していかな

くてはならないことを痛感して恥為。そ参中で，複雑，

多様化している生活畠一ズに，的確に対応できる施設の

存在意義や，施設機態の地壌を背景とした独自性が浮彫

りにされることになろう。

　紙面の都合で，全体にわたっての記述はできないが，

機会をえて，5ケ年の集大成を考えたいと思っている。

　　　　　　　　　　　　　（吉沢英子）

∬　養護施設の社会化の実態

会室，遊戯室，図書室，園庭，運動場である。

く併設施設＞養護施設と同じ敷地内に保育所や老人ホー

ム等の他種類の施設が併設されているところが34・4％で

ある。

表1設置主体 表2　施設所在地

項 副％

合

　　2．1
　　　4．2
　　90．5
　　　2，1
　　　1．1

副・・α・

項 目

北海道，東北

関東
中部
近畿
中国，四国
九州，沖縄

合 計

％

11．4
27．1
22．0
12，5
18．7
8，3

100．0

表3　児童定員 表重職員定数

　　一r養護施設の社会化を考えるポイント」

　　　　による施設の自己評価結果一

全国養護施設長研究協議会の昭和56年度大会に参加し

た養護施設に協力方を依頼し，これまでに何回かプリテ

ストを行い改善を重ね，一応まとめ上げた「養護施設の

社会化を考えるボイソト」にチェックをしてもらった。

これは，現在の施設運営を「施設の社会化」という観点

から施設自身が客観的，かつ総体的に自己評価し，施設

の所在す．る地域の特性とあわせて，今後のあり方を考え

る目安，または，施設運営の自己診断の一助となること

を目的としている。大会参加施設はおよそ390施設であ

った。そのうち，ポイソトをチェックレ， 意見を寄せて

くれたのは96施設（24・6％）であらた。養護施設全体に

ついて論じるには数に不足があるが，およその傾向を知

る嶺と・・炉蘇齢析し茜れ莇の施設麻所児

童の処遇向上と，地域の児童福祉を推進するために果す

べき役割機能を考えていく上で貴重な資料であり，醇価

基準の標準化の亦例としての意味があると思料される。

頂 目

30人以下
31～50人
51～100人
101～150人
150人以上

合 計

％

6．2

34．4
50．0
5．2

4．2

100．0

項　　　目 ％

15人以下 26．0
16～20人 36．4
21～25人 15．6
26～30人 8．3

31人以上 6．4

N．A， 7．3

合　　　計 100．0

表5　児童居住棟の形態　　表6　職員定数と実人員

　　（M，A，）　　　　　　　　との差

項 目1％
大舎制
小舎制
折　　衷
混　　合
その他N．A．

合

49．5
14．工

19．2
7．1

6．1

4，0

計．i・・α・

項 目1％
定員以下
定員どおり

定員＋1～2人
定員＋3～4人
定員＋5人以上
N．A．

合 計

4．2

23．9
38．5
12．5
13．6
7．3

100，0

　1　対象施設の擬要

　（エ）施設の現況　

＜直輩処遇職員の勤務形態＞（複数回答）

。断締勤務54，4％，；交代制22．3％，三交代制5．4％，

その他ヌ2・5％・無回答5・4％

。住込27，6％，宿舎22，4勿，通勤（20分以内）25，5％，

通勤（20分以上）24．0％，その他0・5％

く保有設備＞7g％以上の施輩が保有している設備は・集

　（2）施設の歴史的背景

　施設の設立年代をみると表1に示すように，戦前につ

くられたものが約40％と高率である。長い歴史のなかで

地域との結ぴつきも強くなり，　「施設の社会化」につい

ての関心も新しい施設より大きく，われわれの調査研究

に積極的に協力してくれたと見ることができよう。

　創立時の施設種別は，最初から養護施設であったもの

カ：51、5％，　孤児院21．2％，，救護施設7．1％慶　感化慶　教護

施設7，1％である。

　施設設立の動機は表8にみるように，　「創立者の個人

的動機」によるものが最も多く45・7％で，次に「社会

的，自然的災害への対応」が27・1％となっている。宗教

的背景がある施設は47、8％で，キリ．スト教が最も多く，

次が仏教である。
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表7　施設設立年代r　表8、施設創立の動機（M・珠・） 図21施設周辺地域の状況・

項 目1％
明治

・署鞭製降）

項 目 ％

1L5　創立者の個人的動機
　密3二社会的ル、自然災害へ
19．8　の対応f
44．8 r関係者の要請　）＼

聾縷讐
　　　　　・合 ン 許．1

45．7
27，1

14．0
15甲 6’一

5，7

1，9

』交・通の1便

撒帯の状況

避凋の状況

100兜0
医繊の状況

　施設創立時の地域との関係は憂丁良かったユところが

32、0％，　「どちらともいえない」34，ρ彩，　「悪かった」

20，6％， 「わからない」11．3％であるが，現在の地域と

の関係は， 「創立時より良阜」という施設が69．8％と高

率で， 1「どちらとも）・えない∬7．7％，「創立時より悪

㌔1・」とり・うのは 3．1％6みである。・・

（3）・施設周辺地域の状況仁

肖施設ゐ杜会化を考える上で，施設の所在する地域の状

溌を出来るだけ具体的に把握じ，1個寿に検討を加えなけ

ればならな｝・5”今向の調査対象96施設の周迄地域の概況

をみると，r住宅街」が52．6％，r農山漁村』26．8％，”

「商店，繁華街」3．1％で，住宅街に設置きれ七いる施

設がほぼ半数である。 住宅密度は，1丁過密』な“し砥

rやや過密」が21．9％，・rr普通」49．0％， r過疎」な“

しは・陣や過疎』が26ゆ％である。己・

』 次に，・施設周辺地域め状況を児壷め生活に最も大ぎな

影響を及酸す自然環境，r医療， 教育許文化， 福祉施設の

状況1そし七施設との関係を左右する地域住民め意識が

どめようであるかといちことが・』施設の社会化を展開し

更いくための重要な要素そある。図2に示した結果はヂ

調査者が状況判断め目安乏して示したr基準（例えば，r

「緑地帯」についてに， 都市部では，周辺に庭木や植込

みが見られ‘・歩い七いける範囲内そ緑地公園等がある程

度の状況を’「普通」』とナる5・あるいはr教育。文化施設」

についてはレ．小，二・中学校は歩いて20分以内で，図轡館デ

劇易，スポ■ツ施設等も交通機関を利用して30分位のと

ころにある程度の状況を・・「普通」 ・とするド等ンを参考に

じて新 「チ誕シクポイソト」の記入者が自己判断したも

のである。したがって記入者の主観にかなり影響されて

眺る面もあると思われるカ㍉・1地域状況を概観することば

可能であるす》　・・

ざ こ〕「緑地帯」・「遊ぴ場」「医療施設」・の状況は， ほぼ50％

以上の施設が丁かなり良い」』 るいは 「大変良い∫と受

けとめている・ごとがわかるび…「教育・文化施設」「福祉

施設』については「普通」という把え方が60％であるる1

施殴周辺地域の状況は』児童の生活環境として総合的に

　　　　　（50％》　　　　　（100％）1

73　　　　　　 3き，3　 　　　　　　o．

・ノ　、， 　　　　〆’　　ノ　　　　　ー

l　L　L．

：1・「
1・

一『　　’

　　　　 iL’＼

紋暫・文繊の状泥

　　　　iLk

糖施設の状況

蜘轍昏叩鼻’．

・地域行事への
住民の参加度

‘0，5

45．8

＼
、

＼

L　l

』　　　臼

59．3 ㎏．δ ・94

，置k
1 口 一

、r

1‘9－or’

（50％） （堪％ン

大変題い■■

やや悪い吻
普、 通□
煙狼い目
大獣い圏
無回答圃

碑場合汀やや良レ｝状態遡臥ていると影儲
が出来為であろう9捧輩についての住民め偏早炉lr期塗

ヴ強い」と感じているものは約7％とわずかで，、あ≧は

噌型が約57魅r瞬耀な吋彦る噂r全趣
り、羅？∫購ものが綱％とい獺果で・揺曾

勢ぎ聯晒嘩即観繭卸問翠照癬ゆ
で冷る沸吻騨は・』これか賭の輝曝の雛的

嫡瞬解を勲ゆ瞬め・鰍と住民タ岬聯力
関騨画曝眠賢くかという鮮麺 と言えよ

う轡下・ 嘩郷設の社会化を考えるボ似、り僧

9、ク解について連べ・考恥餓る儲≧する・1、

　a　肇護輝降の社会化爾現状 　　　　　　、．
．

」（1） 養護施設¢！社会化の全艀的特攣．『、』τ、
ンr 、、

』撫魔後⑳闘状況轡析・ 鞭舜塵遡僻
とし七，7つの柱を設定したことは紀要第16集で述べむ

ところである。それぞれの柱の内容につしては遂次検討

していくが，その前に全般酌な特徴をみ為ごとに奇る。

　まず，表9に示すように，・Aのr施設の社会化に闘す

る基本姿勢」についてのチ呂ジクギイソト10項目の奥施

率ば，96施設の平均で48唖彩である己Bのr施設運営」

は39．0％，Cの「児童タ匹遇」、（これはチ肌ックポイント

を20項目設定しているが， 実施率は20項目で100％とす

る）は83．0％，Dの「施設設備の開放」48．0％，Eの地

域住民に対しての呪童養育に闘する個別的指滞助

言」38，3％，Fのr定期的に実施している地域サービス

事業」44．4％，Gの「教育啓発事業」36・6％という結果
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である。そして，この7つの柱全体の平均実施率は48．3

％ということになる。養護施設の社会化を総合的に把握

し，その実施過程を明らかにするための指標は数多くあ

るが，その中でわれわれが重要なものとして選んだ80の

チニック項目のうち，平均すると約39項目が実施されて

いることになる。

表9　施設の所在地別・社会化突施状況 （％）

第18集

図4　社会化の枠組視点展開図（北海道・東北地方と

　　中部地方）

G
（教育啓発癖業）

　　　F

〔灘翻

A（、朧灘の

全　　国

北海道・
來 北
関　　東

中　　部

近　　畿

中国・四国

九州・沖縄

A　　B
「旛設

の社会施設
化』に

関する運営
夢姿i

C

児童

処遇

D
施設設

粛の㎎

放

E
児童養
育に関
する個
別的按
導。助
言

F
定朗的
に奥施
してい
る地域
サービ
ス頂粟

G

赦育啓

発事粟
合計

4⑧6139・18a・4＆・13＆344413α614＆3

54．5t49．11gα0　　　　　　　　　　53．6138．2156．4
　　　　　　57，3　　　　　　　　51．84包814、．gl翫7　　　　　　　　　　46．213乳349．2
　　　　　　46，5　　　　　　　　39，2
灘：魏：1翼：1調：1麟翻

　　　　　　　　　　5α613334乳947，2！4α6F8α6

　　　　　　50．632．2　　　　　　　　　　覗513L　・姐5i3L3i8α・
　　　　　　4＆8・33．8

　「児童処遇」については83％という最高の実施率を示

し，他の柱の実施率に比べ群を抜いている。養護施設が

その本来の機能である児童処遇について，まずその社会

化を図り、児童の生活を地域に根ざした豊かなものにす

る努力をしていることが表われているo児童処遇に次い

でよく実施されているのが「施設の社会化に関する基本

姿勢」と，地域住民への「施設設備の開放」であるが，

いずれも48％と低率である。それでも他の柱よりもこの

2つがやや良好であるということは，施設の社会化に取

り怨む姿勢を持ち，まず実施しやすいのが，既存の施設

設備を何らかのかたちで地域住民に利用してもらうこと

なのであろう。反対に実施が遅れているのが「教育啓発

亦業」「児童養育に関する個別的指導」「施設運営」に関

してである。その原因等についてはそれぞれの項目のと

ころで検討を加えること琴する。図3は，7つの枠規視

点の実施状況を図形化したものであ』
。

図3　社会化の枠組視点展開図（全国）

A（講辮鋤

E

、

麟轟騙

　　　G
（教育啓姻喋〉 B（施設運営）

B（施設運営）

　　　F

磯顯

　　　　一耽海道・凍北地方
C（児童処遇）“・ら』中部齢

D一 範設設衝の開放）

　次に， 施設所在地別の社会化推進状況はどうかという

と，表9にみるように多少の差があることがわかる。対

象施設数が少なく，ここから地方の特徴を引ぎ出すζと

は無理であるが・調査結果分析のr要素として参考酢す

ることはでぎ為であろう。最も実雄率が高いのが北海道

・東北地方で56．4％，2位が近畿地方の52％である。低

率なのが中部地方の43．8％と九州・沖縄地方の45％であ

る。

　社会化枠組視点別の実施状況をみると，児童処遇が1

位であることはどの地方でも同じであるが，2，3，4

位の順に特徴が見出だせる。全体の実施率が上位3番ま

での北海道・束北地方，近畿地方，関東地方の施設は，

児童処遇盗次いで2位ないし3位に「施設の社会化1こ関

する基本姿勢」があげられている。それに対して，全体

の実施率が低い残りの3地方の施設では，r施設設備の

開放」「定期的に実施している地域サーピス癖業」 が2

位あるいは3位で，「基本姿勢」はいずれの地方も4位

となっている。やはり，社会化に関する基本姿勢の問題

が全体に大きく影響することが明らかとなった。

　（2）　「施設の社会化」に関する基本姿勢について

　r施設の社会化」に関する基本姿勢についてのチェッ

クポイント及びその実施率は次のとおりである。

①養護方針に，地域との関係についての頂目を

　あげている……一一・……・……………”…・…・…68－8％

②ボラソティ アが施設で定期的に活動している…83．3％

③ボランティア担当者（職員またはボランティ

アを配置している）・

④地域活動担当者（職員またばボランティア）

を配置している一

一64．6％

C（児童処遇）

E　　　　　D（施設設爾の閉放）

（鶴魏轟言）

⑤職員が地域の自治会や青年会等のメンバーに

加わり活動している 一

一62，5％

一・一 ・”一 　一51．0％

⑥地域住民が参加している施設の後援会があり，

活動している・・ 一34，4％
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⑦入所児童の親や家族の会があり、，活動してい

　る一………………・…………・り……・……・…甲5．2％

⑧卒園生の会があり，活動してし》る・・r…………一・53ド1％

⑨地域関係参輩用を年間予算に計上し∫いる……4L7％

⑩地域活動中に起る礁故玲章任，補償について

　の灯策をた七ている・・……呪・”……………W　・・2L9％

　平 均………・一一…・……一◆・………一・……48．6％

ここ，でにB以降爾全項目にかかわる養護方針， ある㌧・

は広い意味での施設運営方針に，地域との関係がどの程

度組込まれているか，そしてその実践のための職員醐置

や関係者の組織化，予算の褒付けがな零れているか等を

問うている。方針及び職員の配置はまあまあQ実施状況

であるが，組織化及び予算面の手立てが遅れてしヤること

がはっぎりと読み．とれる6

　地域との関係を養護方針にと、り上げているか否かにょ

づて具体的な差が生じているかを，予算の項目とク・ス

させてみた。方針にとり上げている施設では，一．地域関係

の費用を年間予算に計上しているものが48・5％で勘るの

に対し，方針に．とり上げていない施設で予算計上してい

るのは28．0％である。また，後にふれる「雄設設備の開

放」 にっいてのなかでとり上げ距・ 「地塚の二一ズを把

握しジ設備を整えづすすんで住民1こ開放してい為」とい

う頂目との関連をみたg ここでもやはり，方針にとり上

げている施設では，積極的艦地域そ一ズの把擦艦努めて

いるののが娼 5％で昂為が，．方針にと り上げていない施

設では20．0％しか積極的に取り組んでいないoこれ等の

事からもゾr施設の社会化」 という 本針を施設長をはじ

めとし七1全職員さらには叉所児童，関係者全員が確認

するこ とが重要であるとr書える。

　（3）。羅漣営について，」
，

Φ麟翻峨員棚ガ考1（ボラ・シティナ等）』

　を対象とした広報活動を定期的紀行っている…31・2％

②マ般地域住曵を対象とした広報活動を定期的

」噸つ蜘邸灘 バソフレツト配樽）…2脇

㊨広報活動で砕滋施設の予算，決算，奮業内容

”を公闘 している…ピ6一‘。……1…』・一』…・・…g一……・13，6％

④施設の運営に闘して， 地域住民が意見を定期

　的に述べ，それを反映でぎるしくみがある……20．8％

⑤施設運営に積極的に関与する自主的な職員組1

　織（労働組合も含む）がある・』一！‘…一i…一璽＝！・：3劣4彩

⑥入所児童の意見ヂ希望を施設運営に積極的に』

　とり入れている』…i兜‘一i》・＝…”‘i　t…．■マ…隻・1…・67，7％

⑦保護者や卒園生の意見ヂ・希望を施設運営に積

　極的にとり入れている？i1・…1・…・……・f・繭・…1一3g．6％

⑧ボランティ アの意見1 希望を施設運営に積極

　的にとり・入訓でいる…隻∵一t∵・………………、・・…

⑨施設運営に関して．， ．定期的に地域内の関係機

　関と連絡をとりあっている・……………・・……卿

⑩施設及び地域の児童福祉向上のために，一行政

　への働ぎかけを行っている…・…・……8…・・……

41．7％

51．・0％

65．6％

　平斯嬰∴鴨兜牌蹴聞隅・…　’”！39ρ％
　開かれた雄設運営管理が行わ晒ていう換ど至靭チニッ

クするために，．広報活動≧ぞ爾内容及び対策酢ついて設

問し，さらに樺夕．欺享場の人の愚見春施設運営に反映さ

れているかどうか， またそ吟牟あ伶仕親ができてい為か

をみてみ！5？：庫畢活動㊦実灘率瞳非常に低く2ρ～30％

で，施設の恋業内容や予算，．、決算1まで報告している施設

は，わずか13・6影である6施誰と地域住民との棉互開係

を深めるためには，．．その前提と．して施設酢？ヤ》てゆ理解

が必要であり・1広報活動の畢す役割は大きい。．』「地域住

民の施設への偏見」．の程度と ，．施設側噸〉「一般地域住民

を対象とした皐期的な広報活動」り有無≧をグロスさせ

た結果からも明らかである。．住民の偏見が「やや強い」

と答えた施設で広報活動を行って1いぞのは14・3％である

が，　「殆んどな』．㌔」．．あるい嫡 「全くない』と答えた施設

では29．4％餌行マてy・る。1、’

　施設運営にその意見が積極的にと ．り．入れられているの

は入所児童や潔ラマティ・ アで， 単域住犀や児章の俸誰者

等はまだ低率である。，，職員の場合も雄輩運営導関寺する

組織あるレ腫零仕組等をきちをとてつく っ1てy】る輝誰は少な

い現状であるQ開かれた施設運営をすす碕ていくに叫

さらに，地壌住民が施設の理無や評諌員等嗜加わり，自

分達の地域に存在する施設を支持し・ かっ積揮舶酢活用

する仁とが慶．、これからの課題ξ言之よう。
∫

、

　（4）児童処遇について

　、児童処遇に関するチェ、ッ．ク項目の要素，と、しては， 施設

内で⑳月常生活，．．友達や施設外部の人との交流や地撰と

の関係薯学校，家族あ臥・は容庭生清とIDカ）か糖り，そ

して瞭員の児童処遇への取り粗遜を1もφ込んでy・る。犀

童処遇の社会化について施設自身の自弓評1磁も、われわ

れの予想していた以諏に高く・、2“項目の案施率揖＄3％準

連しズいる。各項目り状沸は次りとおラであ』る“、

①施設の 日々のプ・グラム嫡児童も参加して漆玩

　、められ，児童が自卑的にす麺て～・る・◆・讐∵1・53・1％

②施設の行礁は・計画の段陵塑顔児童も夢㌍し　、、

　て行われる・・兜一一一…・・t一一一…！・1・一響斡8％

③児童嫁近くの商店で，自由に小遣いを使pて・

　いる℃　　　……………’……’、

④児童嫁地載の友達とタ、く避び～、 相互に往ぎ来・

している・・

，｝・82・3％

・… 0r6％
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⑤児童は地域の友達と近くの遊園地や児童館等

によく出かける………” ・…一 一62．5％

⑥児童は地域の子ども会やスボーツクラブ等に

　参加している一9…一一……・・…甲・・…曾・・一・…一一一

⑦児童や職員は地域で催される行事には積極的

　に参加している…・ ………一繭ボ・・繭函繭“… ひ漏臼一

⑧児童に小人数で保母や指導員と映画を見たり，

　買物や食事をする機会がある・………………・…・

⑨保母や指導員は社会の動きを児壷に伝え，話

　しあう機会をもつ努力をしている・』……………・

⑩児童はボラソティア等，施設外部の人と交わ

　る機会が十分にある………一……・・……………

⑪児童が学校の課外活動に穣極的に参加する・よ

　うにすすめている………………一騨一……………

70．8％

84，3％

95．8％

93．7％

85．4％

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　96．8％

⑫学校教師との連けいを重視し，相互に常時連

　絡をとりあっている……・…………・・……………98．9％

⑬学校の父母会等へは積極的に出席し，交流を

　はかっている　　　　　・・』”・…………………・97，9％

⑭児童の保護者が定期的に面会に来たり，児童

　が帰宅できるように指導して）・る”」一…………・89．6％

⑮家庭問題の解決，家族関係の調整にカを入れ

　ている　””……甲◆』”””””・”・……”…◆・””””73．9％

⑯帰宅できない児童のために，地域住民が一日

　里親，精神里親になっている一……・………・…55．2％

⑰児童処遇上必要があれば，積極的に他の専門

　機関を活用している………・・り・・◆・・9・…………一…84，4％

⑱養護方針，処遇計画等は，職員会議で十分に

　検討される・◆…　　…………・………・…………94，8％

⑲児童のケース研究を定期的に行うている一…・・88．5％

⑳施設長も含め職員の研修を計画的に行ってい

　る一・”・◆・・一・一・…・一　　　・…　　　・・89．6％

　平均・…………一・…■・…・9…………………・83．0％

　20項目中，実施率が80％以下なのは6頂目だけであ

る。①と②のr施設の日々のプ・グラムや行審の決定，

突施」に，児童が参加し，自主的にすすめているかどう

かの設問であるが，他の項目に比べて著しく低㌧r・結果で

ある。児童の状態や諸々の条件でそうできない現実の間

題が大きいのであろうが，高年齢児が非常に増加してき

ている現在の養護施設では，与えられるだけではなく，

自分達の生活を自分達で考え，すすめる自主性と社会性

を高めるこどが，”処遇の社会化の第一歩ではないだろう

か。⑤と⑥の「准園地や児童館の利用」「地域の子ども

会やスポ己ヅクラブ等ぺの参加」は，地域の状況によっ

て異なるため，60～70％の実施率であることは，ある面

では当然と言えよう6 ⑮と⑯のr家族関係調整」とr地

域住民の一日里親」は，これからの施設の機能と地域住

民との共働関係をすすめていく上で1もっと積極的な展

開がなされてよいと思われる。

　以上の6項目以外の実施率はすべて80％以上で，特に

⑪⑫⑬の学校関係はいずれも90％を越えている。処遇の

社会化を施設が積極的に実践しようとしていることが十

分にうかがえる5このチェジクポイソトでは内容までは

吟味できないので，別の方法で処遇効果測定をし，あわ

せて検討する必要がある。

　次に，児童処遇に大きな影響を与える施設規模と直接

処遇職員の配置数により，ちがいがあるかをみる。児童

定員31～50人の施設と51～100人の施設とを比較すると

（30人以下と101人以上は対象数が少ないので除く），チ

ニック項目20の実施率が81％以上の施設が，前者では

60，6％，後者では50、0％である。他の様々な条件を考え

合わせなければならないが，生活集団の適正な規模は処

遇の社会化にも重要な要素であることは，この結果から

もいえる。

　直接処遇職員の数との関係は，表10にみるように，職

員配置が多くなるにしたがって，処遇の社会化実施率が

高くなっていくことがわかる。もちろん職員数だけでは

なく，その資質，専門性が要であることは言うに及ばな

いが，生活全般にゆきとどいた処遇を展開させるために1

は，今の最低基準では不十分なのである。

表10職員配置数と処遇の社会化実施率

騨言諺％髪㌫1躍醜合計

欝融」，！、41、llll甑1，繍欝

甥劇（2養）！（＆莞1－1
磨餐茗31（1◎多）1 摺（5α8）1（33．1）1（、。α器

騎圭5！ ！（3。，1）！（3。，§）！（3鼠茸）1（、。。，器

合計1（5奪）h3）！（乳ζ）！（2砿場i（31愚2謁1（、。。．ll

（言棍嚢轟醗細答黎購く）

　（5）施設設備の開放について

①地域住民の要望があれぱ，施設の設備を開放

している・・ ”ひ” 一・”
　　甲・87、5％

②地域の二一ズを把握し，・ 設備を整え・すすん

で住民に開放している・一一 一38．5％

③設備の提供だけでなくヂ利用者の便宜をはか

　り，あわせてお世話をして、・る……・・………・…58．4％
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④地域住民は驚期的に雄誰の設侮を利用．》てい

　る一一・一◆………”…？………一……h・り一甲一31，3％

嘩設を利用する住即・限頒炉部の人雫

臆くP嘩陳わ椀や勘r”’…t”1”●”284％

嘩）施談ゐ開韓年よ弘入所児童め生活塑乱熟，、

　プライ容シ7が侵害ぎれないように手立てを

　講じている　……一………・…・・一　　　　　・・3i．2％

⑦施設の開放により 』λ所児童の社傘性が高ま

っている甲一……一・・ 一53』1％

⑧施設の開放により，職艮φ意欲が向上じてい

　る・…・◆・………”…甲■”50㌧0％
㊨蔽醐拠孟 か・職員嘩電鯉醜らな
　いrように配慮している…・1　　　　　　　：・34』4％

⑩施設の鰍煕．鰍ζ住民の李流を深め・施，

設の理解を筒めている・一一 乙1δ7．7彩

平均☆ll！：ll：：1一！：1－1☆・☆！∵1：lll・・1…1』』一・馨lo％

　施設の社会化とい戸 為地域住犀ド施設の設備々開放

してヤ・う潮否期湊第白Q閑心事≧なる傾向が見られる。

こどで嬢睾 ．単なう開旅の有無鐸けでなく・その礁が児童

6社会性を高め，職員の視野を広め意欲の向上につなが

るか畑で行麹職》勧）恥に焦点をあてている』 書

わば激勉唄騨うてい嫡けである・ま灯繊
住民も．．て部璽ム寮無粁牽便利に施設奪利用す袴だけで

翫く・泌尽多ゆ人聯謎詠・騨鯉解
し・．塾汚湘瀬鯨流甦泌ような方揖肛撃
れている瑛が大切である。

1騨鯉幣嶺．，勲．r爆施麹があ癬騨
を闘拠て、測．雄拠371鑑≧高率嫡鞭・ゆ基

秘勤ところで赫濠ゆに・r灘的に繊二一
ズ柵勘縮してい為」繊脚％に灘麺訊所
曄及岬員へ舜翫・、約5・物騨蘭騨やて
㌔）る、ヒ乏を認酵〉ズ㌧ ・，るじ

肇護鰍嚇所児童瞠って生活の揚であるため弔
第三者φ頻繁な出λ1りそ落着いた生活がでぎなかラた

り，ブライバシrが侵害されることは許されない。これ

を守る手卑てを講じている施設は3L2男と物ず冷であ

為。児童居住棟の形態と関連 してみると，舞耳の・ように

小舎制の施設が木舎制やその位の形態り施誰に比べ・．57

，1％と圧倒的群多く何らかの工夫をしているζとがわか

る。小舎制の場合は，児童の生活に，より直接的影響が

現れる危険性が大きいため，：他よりも配慮す為努力をし

ているのであろう。

　（6）．児童養育に関する個別的指導・助書搭ついて

①地域の児童問題の英情を把握する努力をして、

　し、る　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 75．0％

②地域住民から，、専門的な指轟ヨ助言に対する』

要請が・よ・くあるh　　……・甲

③指導，助言は，施設長ないしは職員が個人的

一33．3％

　に行・うことカ～ある　一眉…・知……・…・』…一……一・

④地域住民に対する指導，助言に関しては， 施

㌧設が粗織的にと・りく・んでいる……………一9一・繭

⑤揖導，助言の方法等についてはゼ職員会議でr

十分に謡しあって決めている・・…・……・・………・

⑥必要があれば地域住民の家を訪間して5指導・1

　助言を行う　　…・…・9・・………・……・…・……一

1・74．0％

13，6％

37．5％

⑦指導，・・助言を行う際には， ・定期的にケース研・

　究を・している…一…り……樋一・脚P・ρ・脚・岬・
＿

⑧施設の行う指導助言に関する地域住民の坪

す8・5％

・・ 7i7％

　判はよい　　　　　　……』・…一・…一■…一…

⑨学確該師からも専門的な指導，助言を要賄さ1

　れること洋あり， これに応じている1∵・……1・…

⑩指導」助習を行うことにより，職員の過重負

　担とな らないように，特別の体制をとっ てい

る

平

33β％

46・＄％

、・ 1i・児童居住棟の形態とプライバシーを守為手立て

1あり1なし国AJ
大 舎　制

伽1葦）（69鷺）1（G篭） 1
小 舎 制

1（5温）ll（42亀）1

』折”衷
（3、も（ピ711）1（、講）1

＼

分他
計、 1

　3　　　　8　　　2
23．1）　　（61、5）　 （15．4）

3。91）1、（6291）そ一弦）「

計

　　14
（100．0）

（上の数字は実数，　cン内は％）

・一 3．6％

　　　均……・……・・』…・一…………一f一・・1・，…一・一38，3％

　児童の養育をめぐる様々な問題で，心配したり困って

㌧・う察雍に， 地域に存在す為児童福鴛施輩とヤズ何ら塾

の援助をすることセま，施設の社会隼ゆ重要なギィy、1で

声る・ ここでは・繊の題磯韻題町つ呼鰯脚
指導。助智を施設が行っているかどうか，その際の取り

組1み方を中心搭設間レてい為。10項目Φ平均乗施率瞳38

・3％≧低㌧）。①φ r培域の児童間題の笑情把握昏の努

力」はク5％，②り「施設長や職員が個人的に指 導，助

1臥してい魏輩は7搬比鱒高率妹してい縞
雄設の機能として体制を組んで積極的群行亭ま でに瞳至

ら液L・施設が多い現状である。次の鱗域サrピネ華梁≧

ともに，コミュニティ・」ケアとの関連で，今後φ養護施

設機能を考える上での課題り一つであるo
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　（7〉定期的に実施している地域サービス那業について

①地域住民を対象に家庭および児童に関する相

　談窺を開設している………・………………ρ……10，4％

②地域の児童を対象に養護サービスを行ってい

　る（幼児・学童保育・緊急一時保護等）…・…・P23，9％

③子ども会，レクリ晶一ショγ，スポーツ，ボ

　ーイスカウト等の指導をしている………………42，7％

④学習指導，あるいは読磐，轡道，絵画等の文

　化的活動を行っている一一…一一・……………18，8％

⑤毎年，地域住民も参加する季節行群，交流行

箏等を行っている一 一…一…… 一79．1％

⑥これら諸種の事業の実施にあたって，地域住

　民が参加して十分に謡し合っている……………39．6％

⑦これら賭種の事業の実施にあたって，職員会

　議で十分に話し合っている………一………・……73．9％

⑧とれら諸種の癖業は記録され，その成果につ

って，　「地域住民が参加して十分に話し合っている」施

設は約40％である。…r

⑨ご灘織対澱住＿旺は　⑤羅警騨一マとした講演会　
よい” ”・”

　”61．5％

⑩これら諸種の卒業の実施にあたって，職員の

　勤務体制に不都合が生じないように配慮して

　㌧、る・・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一41．7％

　平均・………………・・一………………一一・一…44．3％

　養護施設の設備と職負のもつ専門的技能を有効に用

い，地域住民に定期的に実施することが司能と思われる

事業の主なものを①から⑤まであげた。どの施設もこれ

等の礁業を必ず行うことが望ましいということではな

く，地域の状況，住民の二一ズ，各施設の特性に応じて

実施されるわけである。⑤のr住民参加の季節行事，交

流行癖」 は約80％の施設が行っでいるが，その他は10％

20％台で 「子ども会やレクリェーショソ，スポーツ，ボ

ーイスカウト等の指導」が若干多く，約43％であるoど

の施設もみな同じにすべての事業を行うことが必要なの

ではないと述べたが，．もう少し積極的な取り組みがあっ

ても良いと思われる。また，これ等の亦業の実施にあた

　入所児童の処遇にプラスし七この様な蛮業を行うに

は，ある程度の施設規模と基準以上の職員配置がないと

実行しにぐいのではないかと考え，クロスを試みた。し

かし・施設規模・職員数ともに相関関係は全くみられな

かうた。施設の方針，職員の意欲，地域の状況等が主な

力であると言うことがでぎよう。

　（8）教育啓発事業について

①施設で福祉や児童問題をテーマとして，講演，

　映画，研修会等を行っている……一………・一・一・33，3％

②その主な対象は，地域住民である……・一一…・・㎏・14，6％

③これらのブログラムについて，職員会議で十

　分に話し合っている■・P・…………・…・”」…・……・・31．3％

④実施にあたっては，企画の段階から地域住民

　も参加している…………1・…・ ・・一1－1。……1漏…5i2％

⑥施設長及ぴ職員が講師となっている……………

⑦見学者，案習生の受けいれは積極的に行い，

　計画的に指導している・“・…一・…一P一……　一83．3％

⑧ボランティアの受けいれは積極的に行い，話

　し合いや指導を必ずしている・……………・…・一183．3％

⑨施設及ぴ児童に関する諸記録を必要に応じて

　社会に提供し，専門家の助智を受けている・…・・25．0％

⑩これらの活動が職員の過重負担とならないよ

うに配慮している・壁

一28．1％

37．5％

平均・…・一一

一23．9％

一36，6％

　「施設の社会化」の7つの柱のなかで， この「教育啓

発事業」の実施率が36．6％と最低であるo養護問題や，

児童福祉について地域住民を対象とした「講演会等を閉

催」したり，　「施設長や職員が講師」になる等の啓蒙活

動を行っている施設は，約V3である。しかし，日常の獲

護のなかで，「見学者や実習生」rボラγティア」を積

極的に受け入れ，指導しているのは約83％と一般化して

衷12　r地域との関係』とr教育啓発事業」実施状況

項 目

創立時より良い

どちらとも言えな
い，わからない

創立時より悪い

合 計

14・％以下14・一5・％15・一6・％16・一7・％i7・一8・％i81－9・％Ig1一…％1合計

（5。f今）1

（7gll）1

（6巳劣）1
（6gll）i

（論）1（3も）1（9．亀）1

（＆亀）1（8制（生㌔）l

　　　IL＿⊥＿」
（＆亀）1（4急）1（乳毛）1

7・一8・％i81－9・％Ig1一…％険計

（7，亀）1（3．毛）1（3．も）1（、痴91）

l　　　l　　　I（100％）

（33，㌔）I　　　　I（、。。．㌔♪
臼

（6．亀）1（2．亀）1（2，釜）1（、。。1言）

（上の数字は実数，下の（）内は％）
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．吉沢他＝施設の社会化に関する研究・

いるo　　　　　　　　　　　’』 ㌧

　’教育啓発活動を行うととは，施設と地域との関係を好

転さ鷺る上で一つの力になうているこ≧が表12から読み

乏塵苓。両者め関係歩「剤享時より良帆』施設をみ 「ξ

ちらとも言えない，1わかうない」という捧設に比畔てヨ

教育啓発活動の築施率がずっと高くなづているg・

　地域往民が児童福祉に関心を持ちレ養護問題を理解し

その発生予防に，・あるいは近くの施設に・自分のでぎる

範囲内で協力する気持を引き出すことが第一である。 そ

して1その気持を実践に移すきっかけを作防 リード

し一地域福祉活動の拠点の一つとして，施設が役割を果

していくことが期待される。

　3　まとめ｛回答者の意見を参考として一
、以上， この調査の記入者は，施設長53・7％，指導員20

，6％，保母4』1％，書記1L3％，その他7．2％であるo

調査の最後に「施設の社会化」について自由な意見を記

述してもらったものを参考にして・簡単なまとめをする。

　①施設の所在する地域の特性をよく知り・地域住民の

二一ズを把握すること5地域の環塊は変化するので絶え

ず関心を向けて㌧」ることが重要である。全国の施設が一

律の社会化を推進するのではなく，地域の実構に応じ，

その施設め特鐵を生かすヒとが望ましいo

　・②施設長及び職員の意識と姿勢が肝心であり，まず，

施設を公共の地域社会の資源と認識するごとである。そ

して，全員が「施設の社会化」にρいて共通の』理解を

1し，。方針を確認することガ

　 ③実践にあたらてはr児童処遡を第一に重視しなけ

ればならず， 入所児童の人権と生活権を保障し，家庭生

活で得られる経験を，．施設生活に於ても体験できるよう

な白常生活の工夫が大切である。特に地域との関係1家

族との関係に今後もっと力を入れる必要がある。また・

施設で地域活動を行う場合には，、児童の生活，プライバ

シ無を侵害しない』ように十分配慮しなけれぱならない。

　④地域活動としては・まず子ども同士が施設の枠を越

え自然に遊びあえる状況をつくり出し，職員も地域住民

と隣人としてのつき合いができることカ：土台である。そ

の中から信旗関係が生れ， やがて施設浄地域の福祉セソ

タ 一的な役割を期待されるようになる。

　⑤そのため硲は号折にふ胞地域住民に対して行う広

報デ啓蒙活動め愈義は大ぎく，施設を，あるいは地域
を，l　r 互に支え合阜，住みよい社会につくり上げていく

過径を重視する蚤と。

　⑥以上のことを実践するためには・職員の増景ξ糞質

・事質準の向上・、、 不断の研究・研修・設備の充実・予算

措盗1』事故の腺の補償体制等の条件整備を早急に行わな

ければならない。　　　　　　　　　　　　　、

⑦しかし，条件が整うてから始めるのではなrぐ弘実践

を通して関係者， 地域住民の力を結集し，行政への働き

かげも強化して野く活力が施設には必要である。

｝⑧最後に，、回答者の意見にぱはっぎりしたかたちで出

されていなかっ準がジ1開かれた施設運営，民主的な職場

づ’くワを積極的に職員が心していく必要がある。

　この他1多くの回答者から乳　r養護施設の社会化を考

えるポイン！ト」をチ証ックすることにより・「自己施設

の種々の問題点を見付ける機会となった」「施設運営の

自撃診断に役立ったjという意見が寄せられたσ

皿　地域活動の展開過程

　 1　地域活動の種類と目的

　「r養護施設の祉会化を考えるポイソト」の最後に，各

施設で行ってい為地域活動のなかで・代表的なものを一

つ（行嘉または定例的な活動）を選んでもらい，その実

施方法の主要な点を調査した。・

　施設の地域活動をまず大ぎく5ρに分け，その実施の

有無をみたのが表13であ蚤。 実施率が一番高いのが「地

域住民参加の行事』ジ次が r地域住民への施設開数」で，

両者とも70％以上である。第3位はやや減って「地域児

童参加の定例行事」 で約65％となっている。

　表13弛域活動の実施状況

1合計

　（上の数字は実数，　（）内は％）

　このなかから，自分の施設が実施している地域活動の

代表事例を上げて回答してくれたのは66施設であるδそ

の事業’（プログラム）の種類は多岐にわたっているが，

主なものは「運動会，球技大会」20』8％，．「子ど電会」

11，1％7　「盆おどり，夏祭」11，1％，　「ク、リスマス会』r

5，5％，　　「学園祭』　　5，5％等で，　年中行礁， 季節行事力ζ

多くみられる・この他，実施している施設は少ないがユ

ニマクなものとしては1敬老行事，ベビャホテル』、学童

保育，街や駅の清掃活動，生活発表会，母子キゼンブ等
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がある。

　地域活動の目的は，行事的なものが多いために「地域

との交流を深める」 「親睦をはかる』「施設の理解」がほ

とんどであるが・なかには「児童の社会性を高める」あ

るいは「児童に感謝の気持を育てる」等7入所児童の処

遇に力点をおいているものもある。活動回数は「年1

回」が66・7％，　「年2～3回」が10・5％で，あとは活動

の種類により「週1回」　「毎日」等である。活動場所は

施設内の運動場や集会室が最も多く，・施設外では市民会

館，市営グラγド，公園等公的施設示活用されている。

　2　地域活動の展開過程

　（1）事業内容の決定について

　養護施設が児童処遇の向上と， 地域住民との連帯を深

めることを目ざした地域活動として，何を行うかをどの

ように決定しているであろうか。衷14にみるように，

「職員会議で十分に話合って」いるところが80％近くあ

り，あとは「入所児童」や「地域住民」 の希墾や意見を

聞いているのがそれぞれ40％余りであるo　「地域二一ズ

を把握するために調査をしたり，既存資料を参考」にし

ている施設は極く少数である。礁業を企画する出発点か

ら，もっと児童や地域住民の声を十分に取り入れ，さら

に広く地域昌一ズの把握に努力が向けられることが望ま

れる。

表15準備過程への参加

項 目 回答数 ％　　回答数×⑳0
　　　実人数

運営委員会を組織 35
21．9

入所児童も参加 42
26．3

地域住民も参加 24
15．0

ボラソティアも参加 32
20．0

関係機関職員も参加
19

11，9．

その他 7 4．3

N．A． 1 0．6

合 言十 160　100．0

53．0

63．6

36．4

48．5

28．8

工0．6

1，5

242．4

表14事業内容の決定方法（M・A・ ）

項 目

入所児童の意見

地域住民の意見

職員会議で討論

地域調査等

その他

N．A．

回答数

30

28

52

6
14

工

％

22，9

21，4

39，7

4．6

10．7

0，7

　　　　　ド旦盗難100！
実人数

45．5

42．4

78，8
9，1

21．2

1，5

198，5

　（2）準備過程について

　事業内容が決定し，実施への準備が進められるが，そ

のために「運営委員会を組織」している施設が約半数で

ある。当日だけではなく準備段階からいろいろな立場の

人が参加し，共に働らくその過程が「施設の社会化」を

すすめる重要なポイソトであるo　「入所児童の参加」は

過半数の施設で行われているが，　「地域住民やその他の

関係者」についてはジこれからというところである。

　（3）経費について

　串業を実施するための経費は「年間予箕」に組み入れ

て「ある」施設が54，5％，「ない」施設が28．8％であるo

各施設，それぞれ苦労をしていることがうかがえるが，

予算以外のものは，　「行政からの助成金」30．3％，　「参

加住民の一部負担」28．8％，　「寄付」27，3％が主なもの

である。

　（4） 恭業の広報活動について

　地域住民の幅広ヤ・参放を得るには広報活動も重要であ

為。施設で行っているPR方法として最も多1いのは，

「施設の広報紙やちらし，ポスター」によるもので5L5

％次いでr地域団体にPR」43・9％・r市や町の地域広報

紙利用」　「学校のP　TAにP　R」が各々1g毫7彩である。

その他，「学校の友達を通して」いわゆる．「クテコミ」

等で・特にそのための広報をしていない施設も多いg

　3　地域活動の評価と今後の課題

　地域活動寧業の成果についての施設の自己評価は，．表

16にみるように，地域住民との交流が深まり「児童処

遇」の効果が上り，　「地域住民の施設昏の関心」 も高ま

ったとするものが各々60％以上で，かなりその成果を認

めている。r職員の意欲」が向上したと答えている施設

はV3弱であるのが残念である。広く地域に目をむけ，様

々な立場の人と意見を交し，地域児童のなかに施設入所

児童がどのようにとけこんでいくかを目の当りにして，

職員が新たな意欲を燃やすことも，地域活動の貴重な成

表16地域活動寧業の成果
1

項 目　　回答数

児童処遇上の効果あり
住民の施設への関心が高
まる
地域福祉向上に役立つ

職員の意欲が向上

その他

N．A．

合 計

％ 騰x…
42　30，2

42　30，2

19　13，7
121 　15．1

4・　2，9
11 7，9

63．6

63，3

28，8

31．8

6，1

16，7

・3g巨・・1・
210．6
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図5　地域活動展開過程の評価

プログラム選定
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ノ

ノ
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ゲ
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果である。この駆が可能になるための条件整備が前提で

はあろうが，前に述べた活動め展開方法，過程に工夫の

余地があると思われる。

　絶設自身のその点に関して参評価は図5φ1とおりであ

る6r 「ブログラムφ選定」「スタッフ」「経費」「P R方

法」．にやや問題を感じている施設がある。ぞの他はおお

むね陣酬鎚妨纏おり』特に入所児意地殿
民の参加状況は積極的で，予想以上という結果が多い。

地域との関係も好意的で，トラブルのあった施設はほん

のわずかである。

　こり礁業導対する施設側？今後の予牢に・r継続富業

勘騨画」 レ畑疑とろ繭』3紐脚であう・r意
義⇒羅められないのでやめ剃というの贈無で，r予塊

があれぱ継続したい」　「入所児童や地域住民の希望があ

れぱ検討する』という施設が各々5、6％であるずア方，

地域の人々の感想，1意見としては，　r今後も続けてほし

い」が66，7鬼」r手伝えるごとがあれば手伝いたい」43．9

％1 「計画の段階から相談してほしい」　6．1％と，積極

的擁の⑫い（躍回答）す

　施設自身も地域活動窮業による成果を総合的に高く坪

価ゼ地殿助寵硬鵠期待駄ぎ》・という結果
が郷れた・各擁でそ嫌紛醐麟遍程をもう少
し詳しく分析し，改善点を興らかにする孝≧もに，事業

騨峨階から地難民≧の紳関係を？！』り上げてい
くごとが今後の諌題であるる

　　　　　　　　　　ll）

　前年庭り 「施設の歓会化導関す る 研究rその3r」
（本紀要第17集）でセ争瑚列研究として』∫SO5子ξもの

村の 『施設社会化』展開過程J・を取り上げて秀析巻試み

た。』今年度は，』S　OS『子どもめ村と同様に，これまで6

われわれの研究に特別の協力をしてくれている至誠学園

と改めて研究委貞会を編成し・1・共同研究を行ら「た。学園

の職員と研究員示中心と奉リヂ時に嫁学校長をほじあと

してPT搬員陣即関醐関灘・学生粒マティ
アも参加して討議も行われ，rこの研究が正に施設の社会

化活動そのものであった。内容の詳細は『施設の社会化

過程上の課題一至誠学園を中心として一』に報告をした

ので・ここではその一部を綿介するに≧ どめる。、

至講蹴凍京都馴醜あ硯章雛施輩で調
治45年に，当初は少年教護施設とし七設立ざれ1』昭知26

年に懸撒鷹恥鮒磯勉経過レ率｛蕊搬
の整備段階を終え尊昭和40年頭塗昏1卑牽匁翠向1ヒ㊧た

めの諸々の試みを行い，それが自ずξ施誰Q社会化活動

へと展開し，』現在では図 6、に示すように，総合的に社会

化が推進されている全国噂も数少ない施設の誤づ♪で、あ

1る。今回め研究の主なねぢいは冨これまでめ学園め地域

潭動を客観駒に評価し，』今後の方針を明らかにする苧と

であった。そのための方法として，　「調査」と「活動事

例研究」『を行い，「処遇の祉会化」を中心に研究をすす

めた。調頚ま，①学園周辺地域の一般住民と，学園の活
　　し
動にボラソティアやボーイスカウト笥鯵力・のか牟ち

で参加している住民を対象とした地戚調査と，②地壊活

動参加者の意識調査，③地域活鋤につい七の学園児童の

意識調査の三つを行った。この三調査のなかで，注目す

べき結果を一つずつ報告することにする。

　図61至誠学園の社会化実施状況

　　　　G
（敦育啓発活動）

　　　F

健翻一

ム（欝蟻翻1．、、

B（繊運営γ

c（兜鰯）1

E　　　　　　D（施設設衛の闘放〉

（翻購礪書） 　　㌧、

1地域調査結果
学園児童の通学している立川市立第3小学校の学校区
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の住民と，学園に隣接している国立市のK団地住民を無

作為｝こ抽出し，昭和57年2月6日～20日の間に調査用紙

を戸別訪問して配布，回収した。一方，学園の地域活動

参加者には，学園で手渡し，回収した。その数は表17の

　表17調査対象

r般住民　参加者 合 計

配　布　数

回　収　数
回収率（％）

489

279

57．1

105

　92

87．6

594

371

62，5

とおりである。

　無作為抽出の一般住民と学園の地域活動参加者の間に

は，学園の認知，学園訪問の有無・地域の児童問題への

関心，学園へΦ期待あるいは学園に協力できること等に

ついて，当然のことではあるが差がみられたo

　衷18は，「あなたの家の近くに放任されたり，虐待さ

れている子どもがいることに気づいた時にどうします

か」という質問への答であるo一般住民，参加者ともに

「児童の専門機関に知らせる」ものが最も多く，次が「そ

の子どもの親と話し合う」であることは同じであるo

表18地域児童の放任等に気づいた時の対応

一般住民 参加者

　騰鰐
　　　　回答数回答数選択融羅

その子どもの親と話し合う

自分が面倒をみてあげる

警察に知らせる

児童委員（民生委員）に知らせる

児童相談所や福祉富務所に知らせる

至誠学園に相談する

学校（幼稚園，保育園）の先生に相談する

気にはしても特に何もしない

他人の子どものことには全く関心もないしかかわりたくもない

そ　の　他

49

8
43

85

100

28

38

36

2
16

19．6

3．2

17，3

34，1

40．2

11，2

15．3

14．5

0．8

6．4

29

2
6
51

39

18

22

7
0
4

33．7

2，3

7．0

59．3

45．3

20，9

25．6

8．1

　0

4．7

合 計
405 162，5　　　178 206．9

（※①249人，②86人）

表19学園への協力

一般住民 参加者
　　　回答数　　　　　　回答数
回緻選択者数謬回緻選択者毅謬o

学園の子どもたちに声をかける
分の子どもを学園の子どもと遊ばせる（家に招いたり，学園に行
せたり）
園の子どもたちの学習指導・芸術指導等のボラソティア活動をする

98

214

46．0

4．4

．6

49

011

59．8

6．6

3．4

学園で掃除，洗濯，家屋修理等の労力奉仕をする
16

7．5
17

20．7

学園の子どもたちの毘親になる
7 3．3 7 8．5

学園の子どもたちの就職を世話する 2 0．9 4 4．9

学園の後授会則こなる
28

13．1
38

46．3

地域子ども会，ボーイスカウト等に積極的にかかわる
22

10．3
27

32．9

地域の青少年非行防止のために学校や学園の先生方と協力する 37
17．4

27
32．9

地域住民に対する福祉問題の啓蒙を学園と協力してやる
21 9．8

14
17．1

そ　の　他
17 8．0 3 3．7

協力できるとは思わない
39

18．3
0 0

合 計
353

165，6　
237 276．8

（※①213人，②82人）
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しかし， 参加者はその他に』「至誠学園に相談」「学校の

先生に相談」 する者が多いのに対して，一般住民は 「警

察に知らせる』あるいは’r気にはしても特に何一むしな

い」者が相当数あるガ

　また，表19は「あなたはどんなことで至誠学園に協力

廼1 ると思い窟すか」め回答であるσ誰でも気持ざえあ

’れぱできる1「学園の子ども達鹿声をかける」　「自分の子

・どもを学園φ子どもと遊ばせる」ということを，r般住

民，参加者の両方が数多く選択してはいるが，その比率

は一般住民の方がかなり低くなっているoさらに「協力

できるとは思わない」者が一般住民に20％近くいること

が注目されるo　．

　地域児童め問題にしろう学園への協力にしろ，同じ地

域に住む者同士としての遠帯意識と実践意欲が， 活動参

加者に強く見出される。当り前のことで終らせるのでほ

なく，一般住民がちょっとしたきっかけで施設ぺめかか

わりを持つことにより，広く地域児童の問題にも目をむ

けるようになることを確認し， 施設が拠点となっての地

域づくりに今後も力を入れていくことの意義は大きい。

　2　地域活動参加者の意識調査結果

　地域活動参加者には，さらにもうrつめ意識調査を実

施した。主な内容は，活動べの参加動機，参加状況，参

加したことによる自分自身への影響1 子どもへの影響，

そして学園の受け入れ体制につい＜，等である。紙面の

都合によ弘婁20に活動参加の動機と参加 したことにょ

る影響とをクロメしたもののみを参考として掲げる。

　3 地域活動についての施設児童の意織鯛査結果

　養護施設が行う地域活動は，『入所児童の処遇向上につ

ながるものでなければならない。至誠学園の地域活動は

多岐にわたらているが，それ等を学園児童が自分達の生

活とのかかわりでどのように把え，その趣旨をどの程度

理解して唾るかを明ら耕にす・ることを目的としてこの調

査を行った。対象児童は小学4年から高校3年までの32

人（男子18，女子14）である。昭和57年2月27日に児童

を一堂に集め，調査用紙を渡し説明しながら記入させる

方法をとった。主な内容は，学園生活全般についての満

足度，学園生活の良い点，悪い点，行凄や施設設備の地

域開放について，学園が地域活動を行うことについて，

表20 動機からみた活動参加による影響（M．A．）

書　 なた
　身の影響

動

／社福

機祉に関
　心があ
　った

①欝製の緻がr（、ゐ

　　　③
養険施設自分の子
に関心がども，あ
あり，よるいは，
く知りた学國の子
いと思っどものた
た　　　めになる
　　と思った

1（講）『（1ゑる）

学園の
方針，

試みに
賛同し
て　

1轟プ
呈頓

窓躍

1った
　3
（11．5）

畷ま製の認識が1（、義）1（藷）1（＆1）1（27）

翻講琶轟
のお役環とし周囲の
に立ちて　、人に勧
たいと　　　められ
思った　　　て
1（スも）『（＆亀〉1（5、も）

2 16

7，1　（7．7）（28．0）

⑨
学園に
かかわ
りがあ

りたか
ら

6

（品）1（2518）1

③勇擾ξ磐硯1（4急）1（、α亀）1（、719〉1（易）1（姦）16亀）1（a宅）1（剖

④疑窪蓑ての参1（、Ll）1（論）1（1α亀）1（易）1（1a亀）1 1（論）1 1

（7．7）

　21
（27．1）

　4
（5，1）

　4
（5．1）

⑤欝羅に齢感が［（ε亀）『（ゐ『（L㌔）1（姦）1（ヱう）1（Lも）『（晶戴亀）1

⑥齢釜桀彪の連帯鵬）1（劃（、719戴亀緬亀）1（、4落）1（、3も）1（騰）1（1219）

⑦灘活に張りが1（轟）！（6も）1 1 『（a亀）！（Lも）1（5亀）1 1（a亀）

⑧秀暇の善用となつ1（6亀）1（副（＆亀〉1（誌）1（a毛）1（1毛）1（i6触騰）llあ

⑨生きがいを感じた鵬）1（論）1

　⑩
近所に
あるの
で

1
（5，』0）

　5
（25．0）

　1
（5．0）

　1
（5，0）

⑪
その他

N。A 合計

1　34
（7．7）

1（4も）1（、9多1）

1（4もN（791）

（33亀）1 1（6多1）

（臥も）［（、Gち）1、1（411）

laも）1 1（・＆もII（、、馬

1 ！（4も）［（・211）

（1論）隔）1 ll5鴛）

lll劃鵡1『（1轟）1（商 1・悔も）ll為
⑩努鑑禦1（2α2）鵬）1（、gl差〉！（1L亀）1（鍋）1（26鷺）1（、aも）1（2z亀）r（2ゴ至）

⑪負担が増えた 1 1（3も）1 1 1寸（a亀）

1（Lも）1 1 1 1 1 1［

（1論）1』 1（2論）協）

⑫その他

1（訓’llLも

（

臥も）1（16ち）1 繍）

⑬別になし 1 1 1 1（誌）1 『 ／，1（a亀）1（aも）1 1 1（、㌔

N・A
1（生亀）1 1（1，竜）1（乳劣）『（3も）1（3も1（乞もllむα制（詰）1（、論）1 1（5諭11 7勢〉

合 計
1（、。轟）1（、。まも）1（、轟）1（、。♂亀）1α。♂亀）『（、。まる）1（議）！（、。跳）1（、轟）1（エ。♂亀／）、。。％）1（土6轟1（、竃㌔）

門239一
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等である。

　学園が自分逮のことだけではなく「地域住民のための

活動をすること」についての児童の意見は表21にみると

おりである。積極的に肯定している者，否定的な者，特

に何も感じない者が約正／3ずつである。行事や施設設備の

開放にっいては，否定的な考えをもつ児童がやや多いと

いう結果であった。この礁だけを取り出して評緬するこ

とは適切ではないので・詳細は前述の報告書を参照して

いただぎたい。いずれにしても，施設の行う 地域活動
は，施設入所児童の生活とその気持への十分な配慮と，

児童に必要な経験を十分に得させるための指導性が不町

欠である。

表21　学園が地域福祉活動をすることについて

　　　　　　　年齢別　　性別　合　計
　　目

雀纏纏校1剃好剃％
鞭劣餓朧1・1。1・1 ・i・国駄
馨喫能歓立ち1412．121：7

鍵響ま知っても1・1・1・i・1・1・13・
一　一　π　　

宗園がしなくてもよ1・1
51

・14［2161・＄8

繋員が群しくなり困1213！・1・15 151価
特に何も感じない！4121314151912＄・

わからない　121・1・1・1・12163

合計　　115！・2151・81・4132ゆ0

学校教育等のなかで，情緒不安定，対人闘係の困難な者

が増加している。施設職員との安定した人間関係をより

所として，幅広い生活体験と様々な人問とのふれ合いを

通し社会性を育てていかなければならない。自力で社会

に生ぎていくカを養うためにも，地域生活に根ざした処

遇が不可欠である。難しい問題をもつ児童と生活を共に

し，その社会化を図る職員には，高い専門性と日常生活

を畳かに展開できる一般性（総合化する能力）が要求さ

れる。

　③上に述べた二点を効果的にすすめていくためには，．

現在の施設入所措置のあり方を検討する必要が生じてく

る。家庭の状況に応じた短期入所，一日のうちの一定時

閻Q養護施設分園方式のグルーブホーム等の検討とと

もに，原則として地域内，あるいは隣接地域の施設への

措置に切りかえることが望ましいo

　④施設の立地条件，設備，施設の運営形態等により，

施設をまそれぞれの独自性と限界力ζあるo各施設力匁適切セこ

両者を判断し，その上で施設梱互間の協力関係，ネット

ワーク、が強化される必要があろうo

　⑤施設の啓蒙活動を活発にし，福祉に関心のある住民

を増夷》していくことと，その力を埋れさせないで実践力

に結びつけていくソーシャル・アクシ三ソを起すことも

大切である。

　⑥最後に5これまでの研究を続けてきたなかで，施設

現場と大学や研究機関がもっと連けいするこどを痛感し

ているoこの礁も施譲の社会化の｝つの道であろうo

　　　　　　　　　　　　　　　　（滝口　桂子）

V おわりに

　養護施設の社会化の実態分析を通してgま1とめは，璃

にK－3で行っているので・本研究の結ぴにあたって・

広い視野がらいくつかの問題と今後の課題をあげてみる

ことにする。

　①現在，家庭における児童養育機能は大きく減退して

ぎている。核家族化による育児の未経験，’両親共働き，

離婚，・父子家庭の増加等々，枚挙にいとまない。家庭で

の養育困難ド養育放棄に到る前に，現岸生活している地

域内での適切な援助，予防的なアブローチが重要な社会

／的養護の役割となってきている。養護施設は「児童を養

育する揚」をもった地域に密藩した社会的施設である。

他機関との協力，有機的な連けいにより，地域の在宅要

養護児童昏のサービスを，今後ますます期待されるよう

になると推測される。

　②施設入所児童は複雑な塚族関係，緊張を強いられる
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